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午後２時18分開会 

 

○ 横山 明美 議長  ただいまから、令和７年第３回とかち広域消防事務組合

議会定例会を開会いたします。 

ただちに、本日の会議を開きます。 

ここで、事務局長に本日の議事日程などについて報告さ

せます。 

 

 

○ 石井 健一 議会事務局長 

報告いたします。 

本日の出席議員は34人であります。 

欠席の届け出は、１番松浦波雄議員、４番河口和吉議員、

８番深沼達生議員、９番山下清美議員からございました。 

次に、今期定例会につきましては、組合長から、去る11

月18日付けをもって、招集告示した旨の通知がありました

ので、ただちに各議員あて通知いたしております。 

また、同日付けをもって、組合長及び監査委員に対して、

説明員の出席要求をいたしております。 

次に、議案等の配付について申し上げます。今期定例会

に付議予定事件として受理しております令和６年度とかち

広域消防事務組合一般会計歳入歳出決算認定についてほか

８件並びにとかち広域消防事務組合監査委員の審査意見書

につきましては、11月18日付けをもって、各議員あて送付

いたしております。また、本日付け、組合長から専決処分

の報告についてを追加付議する旨、通知がありましたので、

本日お手元まで、議案を配付いたしております。 

最後に本日の議事日程でありますが、お手元に配付の議

事日程表第１号により、ご了承いただきたいと思います。 

報告は以上であります。 

 

 

○ 横山 明美 議長  日程第１ 

会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員に、34番三浦勇利議員及び35番鬼塚英喜

議員を指名いたします。 

 

 

○ 横山 明美 議長  日程第２ 

会期の決定についてを議題といたします。 



- 4 - 
 

お諮りいたします。 

今期定例会の会期は、本日１日限りといたしたいと思い

ます。 

これに、ご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○ 横山 明美 議長  ご異議なしと認めますので、そのように決定いたしまし

た。 

 

 

○ 横山 明美 議長  日程第３ 

報告第４号、専決処分の報告についてを議題といたしま

す。 

ただちに、説明を求めます。 

米沢則寿組合長、登壇願います。 

 

 

○ 米沢 則寿 組合長 報告第４号、専決処分の報告について、ご説明いたしま

す。 

本案は、自動車運行上の事故に係る損害賠償の額の決定

に関するものであります。事故の状況につきましては、本

年７月24日午後１時50分頃、帯広市西21条南３丁目５番地

４の事業所敷地内において、帯広消防署の職員が運転する

消防自動車が後退して駐車しようとしたところ、建物の庇

に接触したものであります。このため、相手方に物的損害

が生じましたので、その損害を賠償するため専決処分をし

たものであります。 

よろしくご審議賜りますようお願いいたします。 

 

 

○ 横山 明美 議長  これから、質疑を行います。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○ 横山 明美 議長  別になければ質疑を終わります。 

以上で、報告第４号を終わります。 

 

 

○ 横山 明美 議長  日程第４ 
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報告第５号、専決処分の報告についてを議題といたしま

す。 

ただちに、説明を求めます。 

米沢則寿組合長、登壇願います。 

 

 

○ 米沢 則寿 組合長 報告第５号、専決処分の報告について、ご説明いたしま

す。 

本案は、自動車運行上の事故に係る損害賠償の額の決定

及び和解に関するものであります。事故の状況につきまし

ては、令和６年12月26日午前10時45分頃、幕別町札内北栄

町１番地地先交差点において、幕別消防署の職員が運転す

る広報車両が、交差点を東進していたところ、北進してき

た相手方車両と接触したものであります。このため、双方

に物的損害が生じましたので、過失割合により計算した額

を相手方に賠償し、和解することについて、専決処分をし

たものであります。 

よろしくご審議賜りますようお願いいたします。 

 

 

○ 横山 明美 議長  これから、質疑を行います。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○ 横山 明美 議長  別になければ質疑を終わります。 

以上で、報告第５号を終わります。 

 

 

○ 横山 明美 議長  日程第５ 

議案第11号、専決処分の報告並びに承認についてを議題

といたします。 

ただちに、提案理由の説明を求めます。 

米沢則寿組合長、登壇願います。 

 

 

○ 米沢 則寿 組合長 議案第11号、専決処分の報告並びに承認について、ご説

明いたします。 

本案は、鹿追消防署に配置している水槽付消防ポンプ自

動車の投光器用発電機が故障したため、その修繕に係る経
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費を追加し、その財源として、繰越金を追加したものであ

ります。 

よろしくご承認賜りますようお願いいたします。 

 

 

○ 横山 明美 議長  これから、質疑を行います。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○ 横山 明美 議長  別になければ、質疑を終わります。 

これから、討論を行います。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○ 横山 明美 議長  別になければ、討論を終わります。 

これから、採決を行います。 

お諮りいたします。 

議案第11号については、これを承認することにご異議あ

りませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○ 横山 明美 議長  ご異議なしと認めますので、議案第11号は、承認されま

した。 

 

 

○ 横山 明美 議長  日程第６ 

議案第12号、専決処分の報告並びに承認について、ほか

２件を一括して議題といたします。 

ただちに、提案理由の説明を求めます。 

米沢則寿組合長、登壇願います。 

 

 

〇 米沢 則寿 組合長 議案第12号から議案第14号までの専決処分の報告並びに

承認について、一括してご説明いたします。 

これらの案件につきましては、当組合が構成団体となっ

ております、北海道市町村総合事務組合、北海道町村議会

議員公務災害補償等組合及び北海道市町村職員退職手当組

合において、構成団体が脱退したことに伴い、規約の変更

について、専決処分をしたものであります。 
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以上、よろしくご承認賜りますようお願いいたします。 

 

 

○ 横山 明美 議長  これから、一括して質疑を行います。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○ 横山 明美 議長  別になければ、質疑を終わります。 

これから、一括して討論を行います。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○ 横山 明美 議長  別になければ、討論を終わります。 

これから、議案第12号から議案第14号までの３件につい

て一括して採決を行います。 

お諮りいたします。 

議案第12号ほか２件については、いずれもこれを承認す

ることにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○ 横山 明美 議長  ご異議なしと認めますので、議案第12号ほか２件は、い

ずれも承認されました。 

 

 

○ 横山 明美 議長  日程第７ 

議案第15号、令和７年度とかち広域消防事務組合一般会

計補正予算第３号を議題といたします。 

ただちに、提案理由の説明を求めます。 

米沢則寿組合長、登壇願います。 

 

 

〇 米沢 則寿 組合長 議案第15号、令和７年度とかち広域消防事務組合一般会

計補正予算第３号のうち、はじめに歳出についてご説明い

たします。 

第15款消防費は、鹿追消防署において、救急資器材及び

庁用器具の購入経費のほか、庁舎設備の修繕に要する経費

などを追加するものであります。 

第20款消防施設費は、帯広市在住の方から寄附が寄せら

れておりますので、寄附者の意向に沿い、帯広消防署の高
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規格救急自動車の整備に係る経費を追加するものでありま

す。 

次に、歳入についてご説明いたします。 

第23款寄附金は、消防費寄附金を追加するものでありま

す。 

第25款繰越金は、前年度繰越金を追加するものでありま

す。 

次に、繰越明許費につきましては、高規格救急自動車の 

整備費について、年度内に支出が終わらない見込みのため、 

繰越明許費を設定するものであります。 

よろしくご審議賜りますようお願いいたします。 

 

 

○ 横山 明美 議長  これから、質疑を行います。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○ 横山 明美 議長  別になければ、質疑を終わります。 

これから、討論を行います。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○ 横山 明美 議長  別になければ、討論を終わります。 

これから、採決を行います。 

お諮りいたします。 

議案第15号については、原案のとおり決定することにご

異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○ 横山 明美 議長  ご異議なしと認めますので、議案第15号は、原案のとお

り可決されました。 

 

 

○ 横山 明美 議長  日程第８ 

議案第16号、とかち広域消防事務組合火災予防条例の一

部改正についてを議題といたします。 

ただちに、提案理由の説明を求めます。 

米沢則寿組合長、登壇願います。 
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○ 米沢 則寿 組合長 議案第16号、とかち広域消防事務組合火災予防条例の一

部改正について、ご説明いたします。 

本案は、国の通知を受け、林野火災警報及び注意報の発

令基準や、発令時における火の使用制限の対象区域の指定

に係る措置を追加するなど、所要の整備をするものであり

ます。 

よろしくご審議賜りますようお願いいたします。 

 

 

○ 横山 明美 議長  これから、質疑を行います。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○ 横山 明美 議長  別になければ、質疑を終わります。 

これから、討論を行います。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○ 横山 明美 議長  別になければ、討論を終わります。 

これから、採決を行います。 

お諮りいたします。 

議案第16号については、原案のとおり決定することにご

異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○ 横山 明美 議長  ご異議なしと認めますので、議案第16号は、原案のとお

り可決されました。 

 

 

○ 横山 明美 議長  日程第９ 

議案第17号、令和６年度とかち広域消防事務組合一般会

計歳入歳出決算認定についてを議題といたします。 

ただちに、提案理由の説明を求めます。 

米沢則寿組合長、登壇願います。 

 

 

〇 米沢 則寿 組合長 議案第17号、令和６年度とかち広域消防事務組合一般会

計歳入歳出決算認定について、ご説明いたします。 
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令和６年度の決算につきましては、お手元の決算書のほ

か、監査委員の審査意見書に示されているとおりでありま

すが、以下、その概要についてご説明いたします。 

決算内容につきましては、最終予算額69億2,401万7,000

円を計上し、歳入決算額71億4,068万2,836円に対し、歳出

決算額は、66億5,559万1,689円となり、歳入歳出差し引き

額は、４億8,509万1,147円となったところであります。 

よろしくご審議賜りますようお願いいたします。 

 

 

○ 横山 明美 議長  これから、質疑を行います。 

34番三浦勇利議員。 

 

 

○ 34番 三浦 勇利 議員  

救急車の適正利用の促進に関わって、いくつか質疑をさ

せていただきます。近年、高齢化の進展などに伴い、救急

需要は増大しておりまして、令和７年３月に消防庁が公表

した令和６年中の救急出動件数は、速報値で771万7,123件

であり、前年から７万8,565件の増となりました。また、搬

送人員は676万4,838人で、前年から12万3,418人の増となり、

救急出動件数、搬送人員ともに集計を開始した昭和38年以

降、最多となっております。一方、十勝圏域においても、

令和６年中の救急出動件数は17,007件でありました。コロ

ナ禍前の平成30年から約15％増加をしております。また、

119番通報を受けてから救急車が現場に到着するまでに要し

た時間である現場到着所要時間や、119番通報を受けてから

救急車が医師に引き継ぐまでに要した時間である病院収容

所要時間については、コロナ禍前の平成30年と比較すると、

現場到着所要時間が1.3分、病院収容所要時間が4.1分延伸

しております。救急需要が増大する中、救急業務を安定的

かつ持続的に提供することは、消防行政の重要な課題の一

つであると認識をしております。 

こうした中、三重県松阪市では令和６年６月１日から、

茨城県では令和６年12月２日から、救急搬送における選定

療養費の徴収が開始されました。選定療養費とは、初期の

診療は地域の病院で、高度専門医療は大きな病院でという

役割分担を促すために、紹介状なしで一般病床が200床以上

ある地域医療支援病院などを受診した場合に、一定の負担

を患者に求めるものであります。選定療養費を徴収するこ
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とで、救急車の適正な利用の促進が期待され、本当に必要

な患者が適切なタイミングで医療を受けられるようにする

ことが目的であると聞いております。組合においては、令

和７年３月に策定された将来構想の中で、救急出動件数が

増加傾向で、今後もさらに増加することが想定されている

一方で、救急搬送者の約半数が軽症であり、緊急を要し真

に救急車が必要な方への対応が遅れ、救える命が救えなく

なるおそれが危惧されています、といった記載がされてお

ります。救急車の適正利用を促進するために、救急車の適

正利用に関する広報活動や民間搬送事業者の紹介をすると

いった取組みが行われていること、こちらは承知をしてお

りますが、現状の取組みだけでは限界があるとも考えてお

ります。 

そこで、救急車の適正利用の促進に関わって伺いますが、

第１に、近年の救急出動の増加要因をどのように分析をさ

れているのか見解をお伺いいたします。 

第２に、コロナ禍前の平成30年と昨年令和６年の救急出

動にかかった経費を比較して、どのくらい経費が増加して

いるのかお伺いいたします。 

第３に、松阪市や茨城県のような救急搬送における選定

療養費の徴収について、組合としてどのように評価をされ

ているのか伺います。また、今後、圏域内の医療機関と協

議・検討を行う必要性について、ご見解を伺います。  

第４に、十勝圏域では帯広厚生病院、帯広協会病院、北

斗病院の３病院で救急搬送の約６割を担っております。こ

の３つの病院については、先ほど申し上げました選定療養

費の徴収対象となる病院でもありますが、これらの病院と

救急医療体制についての意見交換等はこれまでに行ってき

ているのか、また、救急搬送件数の増加による救急医療現

場のひっ迫の懸念は示されていないのか、こちらについて

も併せてお伺いをしまして、１回目の質疑とさせていただ

きます。よろしくお願いします。 

 

 

○ 横山 明美 議長  関本一人救急企画課長補佐。 

 

 

○ 関本 一人 救急企画課長補佐 

私の方から、ただいまのご質問中、救急出動の増加要因

についてお答えいたします。救急出動増加の要因につきま
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しては、様々なことが考えられますが、主な要因といたし

ましては、高齢化の進展によるものと考えております。   

引き続き、平成30年度及び令和６年度の救急出動にかか

る経費及び増減の要因についてお答えいたします。救急出

動にかかる経費につきましては、組合としましては算出し

ておりませんが、最も件数の多い帯広消防署におきまして、

救急出動に関連する経費から試算した概算となりますが、

平成30年度は３億2,306万5,286円、令和６年度が３億8,050

万6,930円と、5,744万1,644円の増になっており、増加の要

因といたしましては、救急出動件数の増加によるものとな

っております。以上でございます。 

 

 

○ 横山 明美 議長  山畑尚禎救急企画課長。 

 

 

○ 山畑 尚禎 救急企画課長  

議員ご質問中、選定療養費と十勝圏域における救急医療

体制についてお答えいたします。まず、選定療養費につい

てですが、一部地域で救急搬送における選定療養費徴収の

取組みを実施していることは把握はしておりますが、実施

している地域が少なく、まだ、十分な情報もないことから、

組合としましては評価に至っていないという状況でござい

ます。選定療養費の徴収につきましては、国の制度として

各医療機関の判断によって実施されるものでありますので、

関係機関の動向を注視していきたいと考えております。 

次に十勝圏域における救急医療体制についてであります

が、振興局が主体となって開催しております十勝圏メディ

カルコントロール協議会、十勝保健医療福祉圏域連絡推進

会議、救急・災害医療専門部会等で意見交換等を行ってお

ります。 

また、救急医療現場がひっ迫する懸念についてでありま

すが、組合としましては認識はしておりませんが、今後も

各医療機関と連携をしながら情報収集に努めてまいりたい

と思います。以上でございます。 

 

 

○ 横山 明美 議長  34番三浦勇利議員。 
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○ 34番 三浦 勇利 議員 

それぞれご答弁ありがとうございます。救急車の適正利

用を進めるためには、救急搬送における選定療養費の徴収

による実質的な救急搬送の有料化によって、不適切な利用

を抑制する仕組みがある一方で、住民が救急車を呼ぶかど

うか迷った時に、適切な判断ができるようにサポートする

体制も重要であると考えております。救急車を呼ぶべきか

どうなのか迷った時に、夜間休日でも安心して相談できる

体制を整えることは、不急の救急出動の抑制と重症者の確

実な救護の双方に不可欠であると考えております。そこで、

続いて、救急安心センター事業、いわゆる＃7119の導入に

ついてお伺いをいたします。国の令和６年度救急業務のあ

り方に関する検討会報告書では、増大する救急需要への対

策として、救急安心センター事業の全国展開が示されてお

ります。令和７年６月には未実施地域を有する道県におい

ては、道県全域での早期実施に向け、今一度、管内の各消

防機関をはじめとする関係者と連携した検討に速やかに着

手するようにといった通知が出されております。当該事業

は、令和７年10月現在、既に全域では36都府県で実施をさ

れており、軽症者割合の減少効果や不急の救急出動の抑制

効果、潜在的重傷者の救護や医療機関・消防機関における

救急医療相談数の抑制効果などの様々な効果が確認・報告

をされております。一方で北海道においては、札幌市周辺

のみでの実施に留まっており、北海道全域での実施には至

っておりません。 

そこで伺いますが、まず、組合として救急安心センター

事業＃7119の導入に関する国の方針をどのように受け止め

ているのか見解を伺います。 

次に、圏域内の医療体制や消防指令センターの運用体制、

組合の財政状況などを踏まえて、当該事業の導入に向けた

課題・ハードルをどのように整理されているのか、具体的

にお伺いします。 

それから、今後の導入に向けて、北海道の関係部局との

協議・連携を行う考えはないのかご見解を伺いまして、２

回目の質疑といたします。 

 

 

○ 横山 明美 議長  山畑尚禎救急企画課長。 
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○ 山畑 尚禎 救急企画課長 

＃7119についてでありますが、国の方針にあるとおり、

基本的には都道府県が主体となって進めていくものであり

まして、電話相談できる体制を整備することにより住民に

安心・安全を提供するとともに、救急車や医療機関などの

地域の限られた資源を有効に活用することができるものと

認識しております。 

次に、導入に向けた課題についてですが、電話相談員と

しまして、医師・看護師等の人材確保や事業導入及び運営

に関わる多額の財源確保、また、関係機関と連携・協力を

図ることが必要であると考えております。  

最後に連携についてでありますが、様々な効果があり、

国から未実施地域を有する道県に対し、実施に向けて強く

通知されているところでありますので、道の動向を注視し

ながら、関係機関や道内他消防本部と情報交換を行いなが

ら調査・研究を進めていきたいと考えております。以上で

ございます。 

 

 

○ 横山 明美 議長  34番三浦勇利議員。 

 

 

○ 34番 三浦 勇利 議員  

３回目は、所見と要望とさせていただきます。 

救急出動件数については、令和５年と比較しますと令和

６年は約1,000件減少しておりますが、本年令和７年10月末

までの出動件数は１万4,463件となっておりまして、令和６

年10月末までと比較すると、529件増加しております。高齢

化の進展により65歳以上の人口がピークを迎える2040年頃

までは、救急需要はますます増大することが予想されます。

今回取り上げました救急搬送における選定療養費の徴収は、

既に実施している松阪市と茨城県においては、救急車の適

正利用の促進に一定の効果があったものと報告をされてい

るところであります。 

先ほどのご答弁では、情報が不足していることから評価

できる段階ではなく、関係機関の動向を注視していきたい

といった答弁でありました。また、救急医療現場のひっ迫

の懸念についても組合としては認識していないとのことで

したが、一方で、今後も各医療機関と連携しながら、情報
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収集に努めるとのご答弁をいただきましたので、是非、よ

ろしくお願いいたしたいと思います。  

今年の10月に大阪市内で開かれました第53回日本救急医

学会総会・学術集会では、救急搬送における選定療養費の

徴収について、登壇者や会場に集まった救急医の多くが賛

成の考えを示したとの報道がありました。また、６月に横

浜市で開かれた日本臨床救急医学総会・学術集会において

も討論が行われ、会場の８割が実質有料化を支持したとの

報道もありました。救急搬送における選定療養費の徴収は、

消防機関の収入にはなりませんが、１回の搬送に多額のコ

ストがかかっていることを知ってもらう機会となり、適正

な利用につながって欲しいといった意見も出たと伺ってお

ります。救急搬送の実質有料化については、全国的に議論

がされ始めてきております。ここ十勝においても動向を注

視するだけでなく、医療機関や関係者とともに、早い段階

から将来を見据えた議論をする必要があると考えておりま

す。先ほどのご答弁のとおり選定療養費の徴収については、

各医療機関において判断するものでありますが、救急搬送

における選定療養費の徴収について検討する場合には、お

そらく協議体が設置をされ、そこに組合も入ることになる

かと存じます。松阪市のケースでは、一次二次救急医療体

制あり方検討会議というものが立ち上げられて、松阪市が

事務局となり、松阪地区広域消防組合も関係機関として参

加しておりました。とはいえ、組合から何かアクションを

起こすというものではないということは認識をしておりま

すが、今回ひとつの問題提起として取り上げさせていただ

きました。 

また、救急安心センター事業＃7119については、先に申

し上げたとおり、救急車の適正利用につなげる取組みとし

てだけでなく、様々な効果が期待をされております。導入

に向けた課題については理解をいたしますが、まずは、消

防庁が作成している事業導入運営の手引きを参考に、導入

に向けた検討を進めていただきますよう要望いたします。

先ほどの答弁では、北海道の動向を注視し、関係機関や道

内他の消防本部と情報交換を行いながら調査・研究を進め

ていくといったご答弁でしたが、是非、もう一歩前に進ん

でいただきたいというふうに思います。既に導入している

札幌市周辺地域においては、札幌市は平成25年10月からの

実施でありまして、全国で５番目の早さでありましたが、

そこからですね、昨年の11月から北広島市、そして今年の
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10月から恵庭市が新たに加わっております。是非、十勝に

おいても実施に向けて前向きなご検討をしていただきます

よう重ねてお願いいたします。 

救急車の実質有料化の議論も＃7119の導入についても、

目的は同じであると認識しております。いかにして救急業

務を安定的かつ持続的に提供し、住民の生命を守るかとい

うことが重要だと考えております。それは、本当に必要な

方に必要なタイミングで確実に救急車が届く地域社会を作

ることだと思っております。今回取り上げたもの以外にも、

様々な取組みがありますので、十勝の将来の救急医療を見

据え、組合として主体的に情報を集め、関係機関との協

議・連携を深め、必要な対策を検討していただきますよう

強く要望いたしまして、私の質疑を終わりたいと思います。

ありがとうございます。 

 

 

○ 横山 明美 議長  ほかに。 

    17番荒貴賀議員。 

 

 

○ 17番 荒 貴賀 議員 

救急出動について、お聞きいたします。三浦議員の答弁

にて、大まかなことは理解しましたので、それ以外につい

て、お聞きしたいと思います。 

先ほどもありましたとおり、救急・救助の状況が消防庁

から発表されました。増加傾向にあるということは当然だ

と思います。とかち広域消防事務組合においても、令和６

年の消防年報をいただきました。その中でも救急搬送件数

は増加傾向にあります。特に、とかち広域消防は全国一広

いという状況を加味した状況で、今後どうするのか、本当

に危惧されます。特に、搬送困難事例について、状況はど

うなっているのか、また、どういう状況で対策をされてい

るのかお聞きいたします。 

 

 

○ 横山 明美 議長  山畑尚禎救急企画課長。 

 

 

○ 山畑 尚禎 救急企画課長 
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搬送困難事例というところでお答えいたします。令和６

年につきましては、前年度から1,024件減って17,007件でご

ざいまして、搬送困難事例という、受け入れ回数が４回以

上かつ現場滞在時間30分以上のものにつきましても、令和

６年は63件でありまして、前年から14件減少しております

が、いずれも高い数値を示している状況になっております。 

対策としましては、救急車の適正利用や患者等搬送事業

の推進のほか、救急要請に迷った場合の救急受診アプリや

医療機関情報案内などについて、ホームページやポスター

掲示、また、各種イベント等での呼びかけなど広報周知に

取り組んでおります。以上でございます。 

 

 

○ 横山 明美 議長  17番荒貴賀議員。 

 

 

○ 17番 荒 貴賀 議員 

やはり、車両体制今の状況でどうなのか、というところ

であります。先ほど救急車の適正利用という話もありまし

たが、高齢化社会を迎える中で、持病を持った方、急変す

る方、命に関わる方が、30分以上病院にかかれないという

ことは、やはり対処していかなくちゃいけないと思ってお

ります。こうしたところから消防機関の迅速な対応もそう

ですが、医療機関体制についても、やはり連携強化は必要

だと思っています。近年、医療機関の厳しい状況が示唆さ

れております。こうした状況を、消防機関とともにどう解

決し、住民の安全と命と健康をどう守っていくのか、是非、

ともに考えていただきたいと思います。特に救急出動は、

この５年だけで3,000件増えています。搬送困難事例がさら

に増えることは間違いありません。高齢化社会の中でどう

あるべきか、どう進めていくのか、是非、切に対策を考え

ていただきたいと思います。質問を終わります。 

 

 

○ 横山 明美 議長  ほかに。 

    37番杉野智美議員。 

 

 

○ 37番 杉野 智美 議員 
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令和６年度とかち広域消防事務組合の決算概要が提案さ

れておりますが、歳入約71億4,100万円、その９割が分担金

及び負担金というふうになっております。歳出では、66億

5,600万円のうち84.86％が職員費というふうになっている

わけですが、私はこの決算に関わって、消防力の基準に対

して消防の職員がどのように配置されているのか、充足の

状況についてお聞きをしたいと思います。 

まず、消防力の基準、とかち広域消防では、735人という

消防力の基準を定めておりますが、充足状況がどのように

なっているのか伺います。 

 

 

○ 横山 明美 議長  菅野直人総務課長補佐。 

 

 

○ 菅野 直人 総務課長補佐 

消防力の基準で定めております消防職員の基準数に対す

る消防職員の充足状況についてお答えいたします。消防力

の基準で定めている消防職員の基準数735人に対し、令和７

年４月１日現在の実員数は698人で、充足率は95％となって

ございます。以上でございます。 

 

 

○ 横山 明美 議長  37番杉野智美議員。 

 

 

○ 37番 杉野 智美 議員 

職員数の充足の状況をお聞きいたしましたが、この消防

力というのは、総務省でも消防力の整備の指針についての

基本的な考え方を示しております。また、とかち広域消防

でも、消防力に関する基本的な基準を示し、十勝の19市町

村が構成団体となっているこのとかち広域消防において、

市町村がその責任をもって進めていくと、消防体制の構築

を図るために必要な基準として定めているわけです。この

基準が、現在95％ということで、最も重要な職員の配置の

基準が消防力に満たない状況になっているということ、こ

の状況が、これから予想されている大きな災害、また、先

ほど来議論となっております救急搬送なども増加する中で、

こうした体制に職員がしっかり配置されているということ

は、消防力の中でも基本となるものだというふうに考える
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わけです。職員数の充足に向けて、とかち広域消防として

は、どのように取り組んできたのかお聞きをいたします。 

 

 

○ 横山 明美 議長  山田典崇総務課長。 

 

 

○ 山田 典崇 総務課長 

職員数の充足に向けた取組みについてでございますが、

自賄い方式の現状では、各消防署の職員の配置ですとか採

用につきましては、それぞれ各市町村が決定することとな

ってございまして、退職者の状況、当該年度における事業

量など、様々な状況から総合的に判断をされてございます。 

消防局といたしましては、消防力の基準におきまして目

標とする職員数を示すとともに、各市町村や消防署と調整

を図りながら全体の定数管理を行う中で、職員の充足に向

けて取組みを進めているところでございます。以上でござ

います。 

 

 

○ 横山 明美 議長  37番杉野智美議員 

 

 

○ 37番 杉野 智美 議員 

 自賄い方式という体制の中では、それぞれの市町村が各

消防署の職員の配置や採用についての決定を行うというこ

とになっているわけです。とかち広域消防として定数の管

理をどのように消防力に相応しい基準の配置にしていくの

かということで、そのリーダーシップと言いますか、配置

の基準を引き上げていくための様々な取組みが必要である

というふうに考えます。 

消防力の基準は、消防に関する事務を確実に遂行し、消

防の責任を十分に果たすために必要な体制を定めている消

防力の整備指針などに基づいて、科学的に消防車・救急車

が１台出動する時にどういう人員体制が必要なのか。救急

車両にはどのような配置が必要なのか。その時に誰がどう

いうふうに休暇を取っている、また、輪番で休みを取って

いる職員もいる中で、体制を維持するということに必要な

基準として定めているのが、職員の消防力の基準だという

ことを考えても、この消防力の基準を市町村任せにすると



- 20 - 
 

いうことでは、なかなか体制が埋まっていかない。消防が

広域化してから消防力の職員の基準というのは、これまで

一度も充足したことがないという実態をしっかりと総括し

ていかなくてはいけないのではないかというふうに思いま

す。 

職員数の充足に向けて、消防局が主体となって計画的に

進めていく、こういう方針をしっかりと実行していかなけ

ればいけないわけですが、そのためにも、自賄い方式とい

うのが改めてネックになっている。これの解消が必要であ

るということだと思います。この解消に向けた現時点での

考え方をお聞きいたします。 

 

 

○ 横山 明美 議長  山田典崇総務課長。 

 

 

○ 山田 典崇 総務課長 

現時点では、各消防署と消防団が緊密な連携を図りなが

ら、災害対応をはじめ、各地域における消防業務を適切に

対応しており、自賄い方式による組合運営が、住民にとっ

て大きな影響を与えているような状況にはないものと認識

はしておりますが、今後、十勝におきましても、人口減少

ですとか、高齢化の進展、あるいは災害の大規模化・複雑

化など、社会経済情勢の変化により消防に対する住民ニー

ズは、刻々と変化していくということが想定されるところ

でございます。こうした状況変化を的確に捉えまして、広

域化のスケールメリットを最大限生かしながら、将来に渡

って安定的に消防行政サービスを維持していく必要がござ

いますが、自賄い方式の解消に向けましては、費用負担方

法の見直しや人事管理の一元化など、多岐にわたる課題が

ございまして、この課題解決にはある程度、長期的視点で

の検討が必要と考えておりますことから、まずはできると

ころから取組みを進め、十勝全体の消防力の充実強化に努

めていく考えでございます。以上でございます。 

 

 

○ 横山 明美 議長  ほかに。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○ 横山 明美 議長  ほかになければ、質疑を終わります。 

これから、討論を行います。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○ 横山 明美 議長  別になければ、討論を終わります。 

これから、採決を行います。 

お諮りいたします。 

議案第17号については、これを認定することにご異議あ

りませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○ 横山 明美 議長  ご異議なしと認めますので、議案第17号は、認定するこ

とに決定いたしました。 

 

 

○ 横山 明美 議長  日程第10 

議案第18号、とかち広域消防事務組合公平委員会委員の

選任についてを議題といたします。 

ただちに、提案理由の説明を求めます。 

米沢則寿組合長、登壇願います。 

 

 

〇 米沢 則寿 組合長 議案第18号、とかち広域消防事務組合公平委員会委員の

選任について、ご説明いたします。 

本案は、公平委員会委員、飯田芳一氏が、来る11月30日

をもちまして辞職いたしますことから、その後任の委員と

して、和田亮一氏を選任いたしたく、地方公務員法第９条

の２第２項の規定により、議会の同意を得ようとするもの

であります。 

よろしくご同意賜りますようお願いいたします。 

 

 

○ 横山 明美 議長  これから、質疑を行います。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○ 横山 明美 議長  別になければ、質疑を終わります。 

これから、採決を行います。 
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お諮りいたします。 

議案第18号については、これに同意することにご異議あ

りませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○ 横山 明美 議長  ご異議なしと認めますので、議案第18号は、同意するこ

とに決定いたしました。 

 

 

○ 横山 明美 議長  以上で、本日の日程は全部終わりました。 

これをもちまして、令和７年第３回とかち広域消防事務

組合議会定例会を閉会いたします。 

 

午後３時１分閉会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本会議の次第に相違ないことを証するため、ここに署名する。 
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